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「
金
利
上
昇
下 

危
機
感
薄
く 

分
配
一

色
、
乏
し
い
財
政
配
慮 

与
野
党
公
約 

衆
院
き
ょ
う
解
散
」
と
仏
滅
１
月
23
日

朝
刊
で
報
じ
た
「
日
本
経
済
新
聞
」
は

翌
24
日
社
説
で
「
日
本
の
債
券
市
場
が

「「
サ
ナ
エ
」
流
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
使
い

分
け 

ト
ラ
ン
プ
氏
と
会
う
日
は
途
中

衣
裳
替
え
」「
高
市
外
交
ま
ず
「
映

え
」
重
視 

具
体
策
よ
り
発
信
先
行
、

新
首
相
を
印
象
づ
け
」「
笑
顔
と
真
顔

の
切
り
替
え
術 

高
市
早
苗
首
相
の「
コ

ミ
ュ
力
」
を
探
る
」。
女
性
誌
か
と
見

紛
う
カ
ラ
ー
写
真
満
載
記
事
を
昨
年
末

に
政
治
面
と
電
子
版
で
三
連
発
の
日
経

が
君
子
豹
変
と
耳
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

「
株
高
」
礼
賛
で
な
く
「
円
安
」
危
機

を
何
故
報
じ
な
い
と
訝
っ
て
い
た
市し
せ
い井

の
心
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
智
と
経
済
紙
の
認
識
が
、
長
期

金
利
急
上
昇
を
〝
触
媒
〞
に
一
心
同
体

化
す
る
中
で
迎
え
た
〝
逃
げ
る
は
恥
だ

し
役
立
た
ず
〞
な
自た
か
こ
ろ
び

己
都
合
解
散
。

　

当
連
載V

ol.24

「
バ
ー
ゼ
ル
委
員

会
」
で
紹
介
の
、「
こ
れ
か
ら
お
話
し

す
る
事
は
深
刻
な
話
で
あ
る
」
と
日
本

銀
行
黒
田
東は
る
ひ
こ彦
前
総
裁
が
２
０
１
５
年

２
月
12
日
経
済
財
政
諮
問
会
議
で
発
し

た
「
箴し
ん
げ
ん言
」
を
再
録
。「
実
は
最
近
ド

イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
等
が
強

硬
に
、
銀
行
が
自
国
（
や
他
国
の
）
国

債
を
持
つ
事
に
対
し
て
資
本
を
積
み
増

す
べ
き
と
主
張
し
て
い
る
」「
欧
州
の

一
部
銀
行
は
日
本
国
債
の
保
有
比
率
を

恒
久
的
に
引
き
下
げ
る
と
決
定
し
た
」。

　

債
務
残
高
が
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
現
在
の

半
分
程
度
だ
っ
た
財
務
官
当
時
２
０
０

２
年
、
日
本
国
債
が
ボ
ツ
ワ
ナ
国
債
と

同
じ
格
付
け
に
陥
り
、
ム
ー
デ
ィ
ー
ズ

と
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
＆
プ
ア
ー
ズ
の
格
付

け
会
社
２
社
へ
「
進
講
」
に
奔
走
の
史

実
も
繙ひ
も
とき
な
が
ら
「（
基プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン

礎
的
財
政
収

支ス

黒
字
化
に
）
本
腰
を
入
れ
て
や
ら
な

い
と
い
け
な
い
リ
ス
キ
ー
な
状
況
」
と

の
彼
の
諫か
ん
げ
ん言
は
驚
く
勿
れ
、
議
事
録
か

ら
全
文
削
除
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

拙
稿
で
「
自
己
資
本
比
率
増
強
「
バ

ー
ゼ
ル
Ⅰ
」
は
貸
し
渋
り
・
貸
し
剥
し

の
〝
失
わ
れ
た
20
年
〞
を
日
本
に
齎
も
た
ら

し
ま
し
た
。「
優
等
生
」
独
米
英
が
再

び
主
導
し
、
日
本
に
代
表
さ
れ
る
低
金

利
環
境
は
将
来
の
金
利
上
昇
リ
ス
ク
を

高
め
る
要
因
だ
と
「
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
」
を

よ
り
厳
格
化
し
、
国
内
外
の
銀
行
は
日

本
国
債
を
大
放
出
し
、
財
政
破
綻
の
大

震
災
は
必
至
。
な
の
に
一
向
に
〝
人
口

に
膾か
い
し
ゃ炙
〞
せ
ぬ
民
度
＝
眠
度
の
日
本
で

す
」
と
慨
嘆
し
て
か
ら
十
年
有
余
。

　

不
毛
な
「
緊
縮
財
政
VS
積
極
財
政
」

甲こ
う
ろ
ん
お
つ
ば
く

論
乙
駁
が
未
だ
に
続
き
、「
貨
幣
と

国
債
は
幾
ら
刷
っ
て
も
構
わ
な
い
」
と

嘯う
そ
ぶ
く
周バ

ブ

ル

回
遅
れ
な
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド

〝
えモ
ダ
ン
・
マ
ネ
タ
リ
ー
・
セ
オ
リ
ー

え
じ
ゃ
な
い
か
Ｍ
Ｍ
Ｔ
音
頭
〞
を

左
右
一
派
が
唱
和
しBanzai Cliff

に

猪
突
猛
進
す
る
「
誰た

そ
彼が
れ

」
日
本
。

　

26
日
付
で
も
日
経
は
「
給
付
付
き
控

除
「
ク
ロ
ヨ
ン
」
の
壁 
会
社
員
と
自

営
業
者
、
所
得
捕
捉
に
差
」
を
掲
載
。

１
日
の
利
子
支
払
額
が
１
億
４
８
１
３

万
円
、
公
債
費
負
担
比
率
＝
実
質
公
債

費
比
率
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
２
位
だ
っ
た

信
州
・
長
野
県
を
47
都
道
府
県
で
唯
一
、

在
任
６
年
連
続
で
債
務
残
高
＝
借
金
を

減
少
さ
せ
、
基
礎
的
財
政
収
支
も
７
年

度
連
続
で
黒
字
化
。
１
日
の
利
子
支
払

額
を
３
２
９
９
万
円
削
減
。
就
任
時
の

県
債
残
高
１
兆
６
３
９
１
億
円
を
退
任

時
に
１
兆
５
０
９
０
億
円
へ
計
１
３
０

１
億
円
減
少
す
る
と
同
時
に
、
例
え
ば

４
０
１
万
円
を
３
９
９
万
円
へ
と
確
定

申
告
額
を
容
易
に
調
整
可
能
な
自
営
業

者
と
無
理
難
題
な
給
与
所
得
者
「
差

別
」
を
解
消
す
べ
く
福
祉
・
教
育
等
の

「
所
得
制
限
」
を
撤
廃
。

　

政
府
も
行
政
も
「
財
政
健
全
化
」
に

王
道
な
し
。「
仲と

介ん

者や

を
排
除
」
し

「
無
駄
」
を
省
く
と
巧
言
の
「
Ｂ
２

Ｃ
・
Ｂ
２
Ｂ
・
Ｃ
２
Ｃ
」
並
び
に
「
企

業
対
政
府
間
取
引
Ｂ
２
Ｇ
」
が
豈あ
に
は
か図
ら

ん
や
、
血
税
ダ
ダ
漏
れ
「
ク
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
」「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
」
同

様
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
広
告
代

理
・
人
材
派
遣
〝
令
和
の
政
商
〞
へ

「
な

か

ぬ

き

ビ

ジ

ネ

ス

公
的
資
金
支
出
」
肥
大
化
の
現
実
。

「
役
所
で
出
来
る
事
は
役
所
で
」「
地

域
で
出
来
る
事
は
地
域
で
」
の
矜き
ょ
う
じ持
こ

そ
救
国
ニ
ッ
ポ
ン
の
基
本
な
の
で
す
。

財
政
政
策
に
明
確
に
拒
絶
反
応
を
示
す

の
は
極
め
て
異
例
だ
」
と
断
じ
、
25
日

に
は
長
文
「
忍
び
寄
る
財
政
破
綻
の
足

音 

高
市
早
苗
首
相
、
異
論
を
封
じ
る

な
」
署
名
原
稿
を
掲
載
。

★
次
号
３
月
号
の
発
行
日
は
２
月
27
日（
金
）で
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Banzai Cliff

バ
ン
ザ
イ 

ク
リ
フ

か
い
さ
ん
と
う
じ
つ


